
加古川市事務事業評価シート〈平成26年度実施事業〉

事 務 事 業 名 公衆便所維持補修事業 部 局 名 環境部

課（室）名 環境政策課

基 本 目 標 ０３うるおいのある環境の中で暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０２資源の循環と環境美化を推進する

施 　 　 策 ０２清潔で美しい環境をつくる

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 その他

会  計 ０１一般会計

款 ０４衛生費

項 ０１保健衛生費

目 ０３環境衛生費

細  目 ０１０環境衛生事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

いずれのトイレも、駅利用者、周辺住民に利用されており、公衆衛生に役立っ
ている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

公衆便所（３箇所：篠原町、ＪＲ厄神駅、ＪＲ神野駅）

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

公衆便所（３箇所）の清掃を委託する。また、必要に応じて修繕等を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

年間を通じて公衆便所を清潔に保つ。

2,7052,8392,896

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 2,891

財　

源　

内　

訳

□拡充

市民の公衆便所に対する設置要望が強く、環境衛生上必要な施設であり、経費
の削減は難しいと考える。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 2,896

そ の 他 特 財 5

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

平成26年度（決算見込）

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　 平成26年度（決算見込）

事 業 費 合 計

平成25年度（決算） 平成24年度（決算）

千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価



加古川市事務事業評価シート〈平成26年度実施事業〉

事 務 事 業 名 公衆便所維持補修事業 部 局 名 環境部

課（室）名 環境政策課

対 象 指 標 名

成 果 指 標
分 析 結 果

活 動 指 標
分 析 結 果

目 標 値目標年度

平成24年度平成25年度平成26年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 については、
以下 の項目 は空白 です。

【対象】

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成24年度平成25年度平成26年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成24年度平成25年度平成26年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成26年度実施事業〉

事 務 事 業 名 犬の登録・猫引取り事業 部 局 名 環境部

課（室）名 環境政策課

基 本 目 標 ０３うるおいのある環境の中で暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０２資源の循環と環境美化を推進する

施 　 　 策 ０２清潔で美しい環境をつくる

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ④義務的施策事業

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 ０４衛生費

項 ０１保健衛生費

目 ０３環境衛生費

細  目 ００５犬の登録・猫引取り事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
狂犬病予防法

現 状 と 課 題

国内における狂犬病の発症例が皆無であり、飼い主に危機感がないため、予防
注射の接種率は横ばい傾向にある。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市に登録のある犬の飼い主

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

犬の飼い主に狂犬病予防注射の案内通知を送付する。４月には市内の公園や公
民館等へ獣医師とともに出向き、巡回による予防接種を実施する。年度の後半
には未接種犬の飼い主に接種催促状を送付する。一年を通じて獣医師会に予防
接種に関する事務を委託する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

高齢者や動物病院の少ない地域に住む住民に配慮し、巡回による予防接種を実
施することで利便性の向上を図る。また、接種催促状を送付することにより、
狂犬病予防注射接種率の向上を図る。

3,4303,2613,215

国 庫 支 出 金

県 支 出 金 3

地 方 債

一 般 財 源

財　

源　

内　

訳

□拡充

犬の登録業務等については、狂犬病予防法に基づく業務であり、継続して実施
する必要がある。また、猫の引き取り業務についても、県からの委託金を受け
ての業務であり、確実に事務処理を行っていく必要があるが、定時定点での猫
の引き取りがなくなったため、引取り件数は減少している。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 3,215

そ の 他 特 財 3,212

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

平成26年度（決算見込）

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　 平成26年度（決算見込）

事 業 費 合 計

平成25年度（決算） 平成24年度（決算）

千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価



加古川市事務事業評価シート〈平成26年度実施事業〉

事 務 事 業 名 犬の登録・猫引取り事業 部 局 名 環境部

課（室）名 環境政策課

対 象 指 標 名

成 果 指 標
分 析 結 果

活 動 指 標
分 析 結 果

目 標 値目標年度

平成24年度平成25年度平成26年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 については、
以下 の項目 は空白 です。

【対象】

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成24年度平成25年度平成26年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成24年度平成25年度平成26年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成26年度実施事業〉

事 務 事 業 名 環境衛生事業 部 局 名 環境部

課（室）名 環境政策課

基 本 目 標 ０３うるおいのある環境の中で暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０２資源の循環と環境美化を推進する

施 　 　 策 ０２清潔で美しい環境をつくる

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 ０４衛生費

項 ０１保健衛生費

目 ０３環境衛生費

細  目 ０１０環境衛生事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

保健衛生の推進を図っているが、ごみ減量化や保健衛生のさらなる推進に向け
た取り組みが必要となっている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

加古川市保健衛生協議会

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

補助金を交付する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

市民の健康水準の向上と保健衛生の推進を図る。

1,5111,2961,317

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 1,317

財　

源　

内　

訳

□拡充

ごみ分別の徹底、ごみ減量の推進、ごみ集積場の環境保持などの観点から、保
健衛生協議会への補助は、今後も継続して行う必要があると考える。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 1,317

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

平成26年度（決算見込）

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　 平成26年度（決算見込）

事 業 費 合 計

平成25年度（決算） 平成24年度（決算）

千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価



加古川市事務事業評価シート〈平成26年度実施事業〉

事 務 事 業 名 環境衛生事業 部 局 名 環境部

課（室）名 環境政策課

人

対 象 指 標 名

単位町内会・自治会 321321321

支部 地区 252525

成 果 指 標
分 析 結 果

補助金が減額され続けている現状ではあるが、予算の範囲でできる限りの事業展開をする必
要がある。

保健衛生推進委員研修
会開催回数

回 252525

活 動 指 標
分 析 結 果

限られた運営費で各地区ごとの研修会をさらに充実させるために、
平成２５年度から推進委員の全市研修会を廃止した。

地区別研修会参加者数

目 標 値

630

目標年度

平成27
年度

607609623

平成24年度平成25年度平成26年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 については、
以下 の項目 は空白 です。

【対象】

町内
会・自
治会

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成24年度平成25年度平成26年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成24年度平成25年度平成26年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成26年度実施事業〉

事 務 事 業 名 不法投棄対策事業 部 局 名 環境部

課（室）名 環境第１課

基 本 目 標 ０３うるおいのある環境の中で暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０２資源の循環と環境美化を推進する

施 　 　 策 ０２清潔で美しい環境をつくる

事 業 実 施 期 間 平成14年度

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 ０４衛生費

項 ０２清掃費

目 ０１清掃総務費

細  目 ０１０環境美化推進事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
廃棄物の処理及び清掃に関する法律、加古川市廃棄物の処理及び清掃に関する
条例

現 状 と 課 題

不法投棄問題が年々増加しているなかで、ごみの適正処理に対する市民の意識
の啓発や快適な生活環境の保持のため、事業を継続する必要性が高いと考えて
いる。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市域全体

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

●不法投棄防止看板の作成・設置　●巡回パトロール　●不法投棄物の収集　

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

看板の設置やパトロール等を行うことにより、不法投棄を抑止する。

1,5491,170961

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 961

財　

源　

内　

訳

■拡充

市の管理地における不法投棄事案については、本事業によって対応せざるを得
ない状況である。投棄件数の推移を勘案してパトロールの回数、ルート選定の
見直し等の改善は必要である。

□維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 961

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

平成26年度（決算見込）

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　 平成26年度（決算見込）

事 業 費 合 計

平成25年度（決算） 平成24年度（決算）

千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価



加古川市事務事業評価シート〈平成26年度実施事業〉

事 務 事 業 名 不法投棄対策事業 部 局 名 環境部

課（室）名 環境第１課

％

％

対 象 指 標 名

不法投棄発見件数 196231271

成 果 指 標
分 析 結 果

清潔で美しい環境づくりのため、不法投棄解消率及び回収率は全量回収の１００％を目指す
べきであり、妥当なものと考える。

不法投棄受理件数 件 196231271

不法投棄物回収量 ｋｇ 16,98016,54014,570

防止看板設置枚数 枚 81914

活 動 指 標
分 析 結 果

平成２６年度の不法投棄件数及び回収量は例年と比べ増加してお
り、今後も引き続き頻発する地域を集中してパトロールを行うよう
に改善する。

不法投棄解消率

目 標 値

100

目標年度

平成27
年度

100100100

不法投棄回収率 100平成27
年度

100100100

平成24年度平成25年度平成26年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 については、
以下 の項目 は空白 です。

【対象】

件

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成24年度平成25年度平成26年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成24年度平成25年度平成26年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成26年度実施事業〉

事 務 事 業 名 環境美化キャンペーン事業 部 局 名 環境部

課（室）名 環境第１課

基 本 目 標 ０３うるおいのある環境の中で暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０２資源の循環と環境美化を推進する

施 　 　 策 ０２清潔で美しい環境をつくる

事 業 実 施 期 間 平成16年度

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 ０４衛生費

項 ０２清掃費

目 ０１清掃総務費

細  目 ０１０環境美化推進事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
廃棄物の処理及び清掃に関する法律、加古川市廃棄物の処理及び清掃に関する
条例

現 状 と 課 題

地域での一斉清掃については、一定の広がりが見られるようになった。また、
アダプトプログラムについては、高齢化等による理由から活動を停止する団体
もある。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民・町内会

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

アダプトプログラム登録制度を実施し、活動団体を支援する。地域の清掃活動
に対して支援を行い、美化活動推進の啓発を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

市民の環境美化への意識向上

259431263

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 263

財　

源　

内　

訳

■拡充

市民ボランティア団体への側面的支援により、地域コミュニティを図りながら
美化活動への意識向上に貢献していると考えられる。

□維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 263

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

平成26年度（決算見込）

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　 平成26年度（決算見込）

事 業 費 合 計

平成25年度（決算） 平成24年度（決算）

千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価



加古川市事務事業評価シート〈平成26年度実施事業〉

事 務 事 業 名 環境美化キャンペーン事業 部 局 名 環境部

課（室）名 環境第１課

回

対 象 指 標 名

単位町内会・自治会 321321321

加古川市人口（４／１
付推計人口）

人 268,390268,053267,148

成 果 指 標
分 析 結 果

地域美化のＰＲ等により、地域の美化意識の高揚に繋がっており一斉清掃の実施回数が安定
したものとなっている。

町内会一斉清掃実施団
体

団体 215220235

アダプトプログラム登
録団体数

団体 403938

活 動 指 標
分 析 結 果

町内会一斉清掃実施団体に対しては、清掃活動への支援としてごみ
袋の支給、ごみ鋏の貸出しを行っている。アダプトプログラムにつ
いては、普及啓発を行い参加団体を増やす必要がある。

町内会一斉清掃回数

目 標 値

530

目標年度

平成28
年度

450456521

平成24年度平成25年度平成26年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 については、
以下 の項目 は空白 です。

【対象】

町内
会・自
治会

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成24年度平成25年度平成26年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成24年度平成25年度平成26年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成26年度実施事業〉

事 務 事 業 名 し尿収集事業 部 局 名 環境部

課（室）名 環境第２課

基 本 目 標 ０３うるおいのある環境の中で暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０２資源の循環と環境美化を推進する

施 　 　 策 ０２清潔で美しい環境をつくる

事 業 実 施 期 間 昭和34年度

事 業 区 分 ①一般事務経費事業

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 ０４衛生費

項 ０２清掃費

目 ０６し尿処理費

細  目 ０１０し尿収集事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
廃棄物の処理及び清掃に関する法律、加古川市廃棄物の処理及び清掃に関する
条例

現 状 と 課 題

し尿くみ取りの世帯数は、浄化槽の設置数や公共下水道の普及により減少傾向
にある。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

加古川市一般廃棄物処理基本計画に基づき、し尿くみ取り便槽から排出される
し尿の収集運搬を必要とする者。

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

し尿収集登録世帯の内、直営が担当する地域のし尿収集・運搬を適正に実施す
る。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

家庭等から排出されるし尿を適正（定例的・効率的）に収集・運搬する事で生
活環境の保全及び公衆衛生の確保を図る。

8,5548,0958,294

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源

財　

源　

内　

訳

□拡充

し尿収集量は減少しているが、し尿くみ取り世帯にとって必要性は変わってい
ない。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 8,294

そ の 他 特 財 8,294

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

平成26年度（決算見込）

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　 平成26年度（決算見込）

事 業 費 合 計

平成25年度（決算） 平成24年度（決算）

千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価



加古川市事務事業評価シート〈平成26年度実施事業〉

事 務 事 業 名 し尿収集事業 部 局 名 環境部

課（室）名 環境第２課

対 象 指 標 名

成 果 指 標
分 析 結 果

活 動 指 標
分 析 結 果

目 標 値目標年度

平成24年度平成25年度平成26年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 については、
以下 の項目 は空白 です。

【対象】

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成24年度平成25年度平成26年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成24年度平成25年度平成26年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成26年度実施事業〉

事 務 事 業 名 し尿終末処理施設管理運営事業 部 局 名 環境部

課（室）名 環境第２課

基 本 目 標 ０３うるおいのある環境の中で暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０２資源の循環と環境美化を推進する

施 　 　 策 ０２清潔で美しい環境をつくる

事 業 実 施 期 間 昭和42年度

事 業 区 分 ①一般事務経費事業

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 ０４衛生費

項 ０２清掃費

目 ０７し尿処理施設費

細  目 ００５し尿終末処理管理事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
廃棄物の処理及び清掃に関する法律、加古川市廃棄物の処理及び清掃に関する
条例

現 状 と 課 題

尾上処理工場の運営を適正に行うため、施設及び公用車の管理等を実施してい
る公用車については老朽化が進んでおり、順次更新が必要である。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

尾上処理工場

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

事業予算を有効に活用し、尾上処理工場の効率、適正な管理運営を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

尾上処理工場の事務を適正に実施することにより、施設の健全な運営を推進す
る。

453247364

国 庫 支 出 金

県 支 出 金 364

地 方 債

一 般 財 源

財　

源　

内　

訳

□拡充

平成１３年度から加古川下流浄化センターにし尿及び浄化槽汚泥の全量処理委
託を行い、業務の効率化を図りし尿及び浄化槽汚泥の適正な処理を行ってい
る。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 364

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

平成26年度（決算見込）

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　 平成26年度（決算見込）

事 業 費 合 計

平成25年度（決算） 平成24年度（決算）

千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価



加古川市事務事業評価シート〈平成26年度実施事業〉

事 務 事 業 名 し尿終末処理施設管理運営事業 部 局 名 環境部

課（室）名 環境第２課

対 象 指 標 名

成 果 指 標
分 析 結 果

活 動 指 標
分 析 結 果

目 標 値目標年度

平成24年度平成25年度平成26年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 については、
以下 の項目 は空白 です。

【対象】

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成24年度平成25年度平成26年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成24年度平成25年度平成26年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成26年度実施事業〉

事 務 事 業 名 し尿収集管理事業に要する一般
的経費

部 局 名 環境部

課（室）名 環境第２課

基 本 目 標 ０３うるおいのある環境の中で暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０２資源の循環と環境美化を推進する

施 　 　 策 ０２清潔で美しい環境をつくる

事 業 実 施 期 間 昭和34年度

事 業 区 分 ①一般事務経費事業

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 ０４衛生費

項 ０２清掃費

目 ０６し尿処理費

細  目 ００５し尿収集管理事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
廃棄物の処理及び清掃に関する法律、加古川市廃棄物の処理及び清掃に関する
条例

現 状 と 課 題

し尿くみ取りの世帯数は、公共下水道の普及及び合併処理浄化槽の設置により
減少傾向にある。平成２６年度は７，２５９世帯（直営及び委託収集対象）。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

加古川市一般廃棄物処理基本計画に基づき、し尿くみ取り便槽から排出される
し尿の収集運搬を必要とする者。

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

家庭等から排出されるし尿の量に対して、し尿処理手数料の賦課徴収を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

し尿処理手数料の賦課徴収を行うことにより、し尿収集事業を適正に執行し、
生活環境の保全及び公衆衛生の確保を図る。

1,2641,1301,176

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 1,176

財　

源　

内　

訳

□拡充

し尿収集世帯は、下水道整備計画の進捗状況及び合併処理浄化槽の設置状況に
より減少するが、完全に無くなることはないので引続きし尿収集業務を実施し
なければならないため。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 1,176

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

平成26年度（決算見込）

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　 平成26年度（決算見込）

事 業 費 合 計

平成25年度（決算） 平成24年度（決算）

千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価



加古川市事務事業評価シート〈平成26年度実施事業〉

事 務 事 業 名 し尿収集管理事業に要する一般
的経費

部 局 名 環境部

課（室）名 環境第２課

対 象 指 標 名

成 果 指 標
分 析 結 果

活 動 指 標
分 析 結 果

目 標 値目標年度

平成24年度平成25年度平成26年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 については、
以下 の項目 は空白 です。

【対象】

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成24年度平成25年度平成26年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成24年度平成25年度平成26年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成26年度実施事業〉

事 務 事 業 名 し尿終末処理施設維持補修事業 部 局 名 環境部

課（室）名 環境第２課

基 本 目 標 ０３うるおいのある環境の中で暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０２資源の循環と環境美化を推進する

施 　 　 策 ０２清潔で美しい環境をつくる

事 業 実 施 期 間 昭和42年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 ０４衛生費

項 ０２清掃費

目 ０７し尿処理施設費

細  目 ０１０し尿終末処理施設維持補修事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
廃棄物の処理及び清掃に関する法律、浄化槽法、加古川市廃棄物の処理及び清
掃に関する条例

現 状 と 課 題

平成７年から一部を、加古川下流浄化センターにし尿及び浄化槽汚泥投入処理
を行い、平成１３年度から全量投入処理を行って現在に至っている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

尾上処理工場

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

尾上処理工場の設備等の保守点検、整備を行い処理機能の維持及び運転管理を
する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

し尿、浄化槽汚泥の前処理（砂・し渣の除去）を行い、加古川下流浄化セン
ターの、し尿・浄化槽汚泥の受入れ基準に適合するよう、施設の処理機能の維
持を図る。

54,32154,09275,230

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 61,230

財　

源　

内　

訳

□拡充

現在の施設は昭和４２年に設置され、昭和５５年度に大規模改修を実施した。
現在、老朽化が進んでいる状況であり、今後大規模改修設備の更新が必要であ
る。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 75,230

そ の 他 特 財 14,000

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

平成26年度（決算見込）

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　 平成26年度（決算見込）

事 業 費 合 計

平成25年度（決算） 平成24年度（決算）

千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価



加古川市事務事業評価シート〈平成26年度実施事業〉

事 務 事 業 名 し尿終末処理施設維持補修事業 部 局 名 環境部

課（室）名 環境第２課

対 象 指 標 名

成 果 指 標
分 析 結 果

活 動 指 標
分 析 結 果

目 標 値目標年度

平成24年度平成25年度平成26年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 については、
以下 の項目 は空白 です。

【対象】

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成24年度平成25年度平成26年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成24年度平成25年度平成26年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成26年度実施事業〉

事 務 事 業 名 し尿終末処理事業 部 局 名 環境部

課（室）名 環境第２課

基 本 目 標 ０３うるおいのある環境の中で暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０２資源の循環と環境美化を推進する

施 　 　 策 ０２清潔で美しい環境をつくる

事 業 実 施 期 間 平成7年度

事 業 区 分 ④義務的施策事業

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 ０４衛生費

項 ０２清掃費

目 ０７し尿処理施設費

細  目 ０１０し尿終末処理施設維持補修事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
廃棄物の処理及び清掃に関する法律、浄化槽法、加古川市廃棄物の処理及び清
掃に関する条例

現 状 と 課 題

加古川市内から発生する、し尿・浄化槽汚泥を受入れ前処理等を行い加古川下
流浄化センターに投入している。老朽化した処理施設の更新は不要となった
が、稼動中の設備が老朽化しており、設備の改修・更新が必要である。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

加古川市域から発生するし尿・浄化槽汚泥。

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

尾上処理工場に集められた、し尿・浄化槽汚泥を前処理を行ったうえで加古川
下流浄化センターに投入し、し尿等の適正処理を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

市単独でし尿・浄化槽汚泥を適正処理するため、処理施設を建設、運営するこ
とと比較して、コストが低い加古川下流浄化センターに処理委託し、適正処理
を図る。

152,725146,349139,148

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 139,148

財　

源　

内　

訳

□拡充

老朽化した施設の延命化を図る必要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 139,148

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

平成26年度（決算見込）

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　 平成26年度（決算見込）

事 業 費 合 計

平成25年度（決算） 平成24年度（決算）

千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価



加古川市事務事業評価シート〈平成26年度実施事業〉

事 務 事 業 名 し尿終末処理事業 部 局 名 環境部

課（室）名 環境第２課

対 象 指 標 名

成 果 指 標
分 析 結 果

活 動 指 標
分 析 結 果

目 標 値目標年度

平成24年度平成25年度平成26年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 については、
以下 の項目 は空白 です。

【対象】

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成24年度平成25年度平成26年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成24年度平成25年度平成26年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成26年度実施事業〉

事 務 事 業 名 し尿収集運搬業務委託事業 部 局 名 環境部

課（室）名 環境第２課

基 本 目 標 ０３うるおいのある環境の中で暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０２資源の循環と環境美化を推進する

施 　 　 策 ０２清潔で美しい環境をつくる

事 業 実 施 期 間 昭和42年度

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 ０４衛生費

項 ０２清掃費

目 ０６し尿処理費

細  目 ００５し尿収集管理事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
廃棄物の処理及び清掃に関する法律、加古川市廃棄物の処理及び清掃に関する
条例

現 状 と 課 題

公共下水道及び合併処理浄化槽の普及によりし尿収集登録世帯数は減少傾向に
ある。平成２７年４月１日現在でのくみ取り世帯数においては、委託対象は
４，１６８世帯、直営対象は２，８２４世帯、全体で６，９９２世帯である。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

加古川市一般廃棄物処理基本計画に基づき、し尿くみ取り便槽から排出される
し尿の収集運搬を必要とする者。

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

加古川市一般廃棄物処理基本計画に基づき、し尿収集登録世帯の内、し尿収集
運搬業務委託による委託区域のし尿収集・運搬を適正に実施する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

家庭等から排出されるし尿を適正（定例的・効率的）に収集・運搬する事で生
活環境の保全及び公衆衛生の確保を図る。

105,095102,42596,007

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 96,007

財　

源　

内　

訳

□拡充

廃棄物処理法第６条の２により、一般廃棄物処理計画に従い、適正に事業を執
行する。なお、し尿収集世帯は、下水道整備計画の進捗状況及び合併処理浄化
槽の設置により減少するが、完全に無くなることはなく引続きし尿収集業務を
実施しなけらばならないため、事業の方向性は維持判定としている。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 96,007

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

平成26年度（決算見込）

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　 平成26年度（決算見込）

事 業 費 合 計

平成25年度（決算） 平成24年度（決算）

千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価



加古川市事務事業評価シート〈平成26年度実施事業〉

事 務 事 業 名 し尿収集運搬業務委託事業 部 局 名 環境部

課（室）名 環境第２課

世帯

対 象 指 標 名

し尿収集登録世帯数 7,8277,4887,259

成 果 指 標
分 析 結 果

公共下水道及び合併処理浄化槽の普及により、し尿収集世帯数は減少傾向にある。

し尿収集運搬業務委託
業者数

社 999

活 動 指 標
分 析 結 果

し尿収集世帯は、下水道整備及び合併処理浄化槽の設置により減少
傾向にあるが、完全に無くなるまでは引続きし尿収集業務を実施し
なければならず、適正かつ効率的な事業執行を行う。

委託によるし尿収集世
帯数

目 標 値

3,996

目標年度

平成28
年度

4,6864,4834,347

平成24年度平成25年度平成26年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 については、
以下 の項目 は空白 です。

【対象】

世帯

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成24年度平成25年度平成26年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成24年度平成25年度平成26年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成26年度実施事業〉

事 務 事 業 名 合併浄化槽設置補助事業 部 局 名 環境部

課（室）名 環境第２課

基 本 目 標 ０３うるおいのある環境の中で暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０２資源の循環と環境美化を推進する

施 　 　 策 ０２清潔で美しい環境をつくる

事 業 実 施 期 間 平成25年度

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 ０４衛生費

項 ０２清掃費

目 ０６し尿処理費

細  目 ０１５合併浄化槽設置補助事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市浄化槽設置整備補助金等交付要綱

現 状 と 課 題

平成２７年１月に「東播臨海広域市町圏における循環型社会形成推進地域計
画」において合併処理浄化槽の設置事業計画等の変更申請を行い、また平成
２７年３月２０日付けで「加古川市公共下水道計画区域の都市計画変更」が決
定され、補助対象地域が拡充された。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

加古川市生活排水処理計画で、公共下水道、農業集落排水処理施設で排水処理
することとされている地域以外の地域（平成２７年度より対象地域が拡充）
で、住宅に（平成２７年度より用途制限なし）１０人槽以下の浄化槽を設置し
ようとする者及び合併処理浄化槽を設置するため改造工事を行う者。

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

設置する合併処理浄化槽の人槽に応じて５人槽４５万円～１０人槽９０万円の
補助金を、汲取りから合併処理浄化槽への改造工事は５万円、単独処理浄化槽
から合併処理浄化槽への改造工事は２万５千円の助成金を交付する（平成２７
年度より補助金額及び補助メニューを拡充）。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

合併処理浄化槽の設置を促進し、生活環境の改善と公共水域の水質保全を推進
する。

7,1487,4605,044

国 庫 支 出 金 1,132

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 3,912

財　

源　

内　

訳

■拡充

公共下水道整備区域外の生活排水による公共水域の汚濁を防止するためには、
合併処理浄化槽の設置が不可欠であり、個人による多額の設置経費の負担の点
からも、本補助事業が設置に大きな影響を与えるものと考えられる。合併処理
浄化槽区域の平成２７年度からの拡大にともない、現行の設置補助事業を拡充
した制度（維持管理費補助の創設を含む）を策定した。今後は新補助制度の適
正な執行の他、広報、ホームページ、チラシ配布及び説明会等による市民や設
置業者への積極的なＰＲも図っていく必要がある。

□維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 5,044

そ の 他 特 財

平成29年度～

【事業概要】

【コスト】

千円

平成26年度（決算見込）

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　 平成26年度（決算見込）

事 業 費 合 計

平成25年度（決算） 平成24年度（決算）

千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価



加古川市事務事業評価シート〈平成26年度実施事業〉

事 務 事 業 名 合併浄化槽設置補助事業 部 局 名 環境部

課（室）名 環境第２課

件

対 象 指 標 名

公共下水道・農業集落
排水処理施設対象区域
外人口

2,4212,436

成 果 指 標
分 析 結 果

浄化槽処理区域内の設置状況は、循環型社会形成推進地域計画に基づき、平成２５年から５
年間で、８０基を当初の設置目標とし、２年間で２３基を設置済みである。平成２７年度か
らの下水道整備計画の見直しによる、対象区域及び補助制度の拡充により大幅な設置の増加
が見込まれ、目標値を５７０基へ変更した。

合併処理浄化槽設置補
助申請件数

件 13149

活 動 指 標
分 析 結 果

広報、各戸配付チラシ及び説明会等での周知ＰＲにより問合せも増
加し、補助金制度の周知は図られていると考えるが、より推進して
いくためには新たな周知ＰＲも必要になると考える。

合併処理浄化槽設置補
助交付件数（Ｈ２５～
Ｈ２９累計）

目 標 値

570

目標年度

平成29
年度

1423

平成24年度平成25年度平成26年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 については、
以下 の項目 は空白 です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成24年度平成25年度平成26年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成24年度平成25年度平成26年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成26年度実施事業〉

事 務 事 業 名 し尿収集車両購入事業 部 局 名 環境部

課（室）名 環境第２課

基 本 目 標 ０３うるおいのある環境の中で暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０２資源の循環と環境美化を推進する

施 　 　 策 ０２清潔で美しい環境をつくる

事 業 実 施 期 間 昭和34年度

事 業 区 分 ⑦投資事業

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 ０４衛生費

項 ０２清掃費

目 ０６し尿処理費

細  目 ０２０し尿収集車両購入事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
廃棄物の処理及び清掃に関する法律、加古川市廃棄物の処理及び清掃に関する
条例

現 状 と 課 題

し尿くみ取りの世帯数は、浄化槽の設置数や公共下水道の普及により減少傾向
にある。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

加古川市一般廃棄物処理基本計画に基づき、し尿くみ取り便槽から排出される
し尿の収集運搬を必要とする者。

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

し尿収集登録世帯の内、直営による担当地域のし尿収集・運搬を適正に実施す
る。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

家庭等から排出されるし尿を適正（定例的・効率的）に収集・運搬する事で公
衆衛生を確保する。

6,6726,6757,026

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 60

財　

源　

内　

訳

□拡充

し尿収集量は減少しているが、し尿くみ取り世帯にとって必要性は変わってい
ない。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 7,026

そ の 他 特 財 6,966

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

平成26年度（決算見込）

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　 平成26年度（決算見込）

事 業 費 合 計

平成25年度（決算） 平成24年度（決算）

千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価



加古川市事務事業評価シート〈平成26年度実施事業〉

事 務 事 業 名 し尿収集車両購入事業 部 局 名 環境部

課（室）名 環境第２課

ｋｌ

対 象 指 標 名

し尿収集登録世帯数 7,8277,4887,259

成 果 指 標
分 析 結 果

下水道整備の進捗、合併処理浄化槽設置にともない、し尿収集量は減少している。

直営担当し尿収集世帯 世帯 3,1413,0052,912

活 動 指 標
分 析 結 果

下水道整備の進捗、合併処理浄化槽設置にともない、直営担当し尿
収集世帯は減少している。

し尿収集量

目 標 値

8,850

目標年度

平成27
年度

9,6549,4168,985

平成24年度平成25年度平成26年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 については、
以下 の項目 は空白 です。

【対象】

世帯

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成24年度平成25年度平成26年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成24年度平成25年度平成26年度単 位




